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第１章 学級経営よもやま話
第８節 教育は熱伝導

今回は、私の教員生活の中でもっともしんどかった１年の最後の１０日間を紹

介します。

■教育は熱伝導■

１ はじめに

「教育は技術で教えるものではない、熱で伝えるものだ」というのが、私の持

論だ。教育技術を否定するつもりはない。しかし、技術云々の前に、熱のない教

師は子どもの前に立つべきでないと思う。

そもそも、若い教師はなぜ子どもに人気(チヤホヤされるという意味ではない)

があるのだろう。教育技術なら、一般的にベテランの方が持っている。じゃあ、

若いから？

若い教師とおしなべて言うが、若い教師の間にも人気度はいろいろある。時に

は、若い教師以上に人気のあるベテラン教師だっている。なぜだ？

私の見立てでは、子どもに伝わる熱(子どもに向き合う熱意と言ってもいい、

あるいは子どもとの距離感と言ってもいい)の問題だと考えられる。このごろの

若い教師にあまり熱を感じられないのが気がかりだ。

何にこそ目を向け、語っているのか
「教育雑記帳」№ 19(1986.5.14)より

教育というのは熱伝導だとつくづく思うのです。たしかに授業をうまくやるこ

とも大事なのですが、常日ごろ、子どもの前で何を語り、何に怒り、何を大事に

しているかということが、少しずつ子どもの中にしみ通っていくように思えます。

それは朝の会や帰りの会の場であったり、授業中の余談であったりするのですが。

ぼくにとって欠くことのできないのは、反戦、反差別の視点かな。
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オーとよびかけているのか
「教育雑記帳」№ 20(1986.5.15)より

きのう配達された『解放教育』６月号の「編集後記」に中村拡三氏(解放教育

研究所事務局長…「にんげん」を出しているところ)が次のように書いています。

▲

春－－４月。新卒の先生が初めて教壇に立つ季節だ。新卒といわないま

でも、まだ五里霧中の教師もいるだろう。若いというのはいいことだ。何か

をつかもうと必死だろうが、肝心カナメの部分がわからないと、若いままで

年ばかりをとる。それは何か。子どもそれぞれは核みたいなものをいだいて

いる。話しこむことだ。何べんでもいい。なんとかしてさぐること。その１

つでいい。そこから、すべてが見えるのだ。

▲

若い教師への質問もある。実践記録がダラダラと長いばかり。キメ手が

ない。こんな実践では、子どもたちがへばってしまう。たよりないのだ。オ

ーというばウン。オーとよびかけているのか。オーに力がこもっていないの

か。まちがってもいい。全力で格闘できないものなのか。

中村さん独特の少々雑で歯切れのよすぎる文章ですが、言おうとされているな

かみ、己の心に問い返したいですね。全力で格闘したいですね。それをお互いに

応援できるなかまでありたいですね。守りきれるなかまでありたいですね。本当

に、そう思うのです。

２ 「日刊６の１」の子どもたち

１９８５年度というのは教師になって８年目で、３度目の６年担任だった。振

り返ると、私の教職人生で最大の挫折を味わった年である。

この年は、「れんだこ」というタイトルの学級通信を発行していた。６月１１

日発行の１７号を最後に、「れんだこ」は絶版を余儀なくされた。ある件をめぐ

って２人の保護者と対立したのが原因で、その責任の半分は私にある。大半の児

童や保護者にはナニかあったことさえ知られていなかったが、私のココロは深い

靄の中を彷徨った。鉛の塊を胸に沈め、１年を過ごすことになってしまった。

子どもたちとの関係だけはなんとか保っていたが、本気で子どもとぶつかって

はいなかった。こうして、卒業まで１０日という地点に立った。
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さねとうあきら「ばんざいじっさま」(『にんげん 中学生(12訂版)』〈1981年発行〉所収)

⑥

⑦
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いきなり、文学作品の教材文など載せたものだから、国語の授業記録でも書く

のかと思われたかもしれない。このあとを読んでいただければ、それは国語のよ

うでもあり、道徳のようでもあり、なんともけったいな「授業記録」になってい

る。少しばかり、事前解説をしておいた方がいいだろう。

先のトラブルは、学級集団の「ヤミ」の問題と深く関わっている。そこにメス

を入れようとして、一方の当事者とトラブってしまった。結果として、以後「ヤ

ミ」に切り込むことなく、“表面的な”「なかまづくり」に終始することになる。

－－私個人の心理的負担を思えば、なんとなくまとまっている状態のクラスで終

えることも考えた。それで十分じゃないかとも思った。－－しかし、深い部分、

おそらく深層心理の部分で、現状に飽き足りない飢えた私があった。

卒業の直前、再び「ヤミ」に挑む決意を固めた。ナマの問題で云々する時期で

はなかったので、切り込む材料として選んだのが「ばんざいじっさま」だった。

そして、子どもの内面を切開し、紡ぎ、繋ぐツールが、「日刊６の１」という通

信であったという次第だ。

そんなわけだから、授業の質は問題にしない。要は、私の意図するところが子

どもたちに伝わったかどうかだ。通信の全ページをそのまま紹介する。「熱伝導」

を検証軸に吟味してほしい。
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